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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


＜考察＞

　私は今回の様な研修会に、初めて参加させて頂き、他施設での取り組みやそれに対する成果や課題を聞く事が出来ました。その中でも、私が聞いたのは、嚥下障害のある方のアイスマッサージ、口腔清掃の取り組みなどの食事・口腔ケア等に関する事、地域交流へ向けての取り組み、働く職員へのアンケート、入所者様への役割作りなど、様々な取り組みを聞く事が出来ました。

口腔ケアに関しては、アイスマッサージや嚥下体操など南山苑でも取り組んでいるものもたくさんあり、他施設でも実施していると知る事が出来ました。また、今回は南山苑通所リハビリテーショングループでの取り組みの発表も聞き、同じ施設なのに初めてこのような事に、取り組んでいると知りました。情報交流をもっと大切にしたら、いいと思いました。

　私が、今回一番興味をもったのが、計算や化粧療法などでの、入所者様の変化でした。このような事は２階フロアでは行なっていない為、初めて知る事が多かったです。

帰宅願望が強く、全く話しを聞き入れない方でも、興味を示した計算問題では、集中し６ヶ月後には長谷川式スケールでも２点⇒１０点になったそうです。変化するものだと思いました。この施設では、２名の方を症例に挙げており、２名とも計算を初めて１ヶ月後頃には、症状は悪化するものの、継続し２ヶ月後には安定し６ヶ月経ち、成果が現れた様でした。この事を聞き、最初悪化したから、もう取り組みを辞めるのではなく、長い目で入所者様と向き合っていかなければいけない事も学ぶ事が出来ました。

また、化粧療法では、化粧をする事によっていきいきとした表情の写真や、行動の範囲の拡大に変化があったと、報告がありました。私達で置き換えても、化粧は女性として欠かす事のできないものであり、化粧をした事によって、外に出かける方も多いと思います。やはりそれは同じ女性として、年齢は関係ないものだと思いました。この他にも、役割作りをし、生きがいをもって頂いたり、昔の絵本を作成しそれによって、世代間の交流・人生の振返りをするなどもありました。

　計算にしても化粧にしても、入所様それぞれに、それぞれの趣味、興味、行動のきっかけがあるため、その方にあったものを見つけ出すのは、普段からの観察、働きかけが大事になってくると思いました。他施設での取り組みを聞き、現在南山苑２階フロアで行なっていないものもあり、試してみたいと思うものもありました。計算や化粧はまず簡単に出来る事だと思うので、機会があれば行なってみたいと思いました。今回の研修は、新たな発見もあり、今後に活かせれるものだと思います。少しでも充実したケアを提供できる様に今後も取り組みたいです。

　＜研修要旨＞

　　【これなら私にもできる―音読と計算で脳に活力を―】

介護老人保健施設　カトレア

　高齢者は加齢と共に、体力や脳の機能が衰えていく。毎日の日常生活や運動によって体力の低下を防止できるのと同じく、脳も積極的に使うことによって、脳の機能も活性化されるという研究や症例が報告されている。

当施設は認知症専門棟４０床を有し、利用者一人ひとりの生活歴から個性と能力を活かした作業・レクリエーション・調理や演芸活動・芳香療法を行い、精神的安定と生活の解消を図っている。

今回の症例は、日常の活動を通じて読み書き・計算に興味のある利用者２名を対象に脳トレーニングを約６ヶ月間試みた。

「症例１」

７９歳　女性　Ａ１　Ⅲａ　要介護３

長谷川式スケール　１０点　　脳血管性認知症

「症例２」　

８９歳　女性　Ｃ１　Ⅲａ　要介護５

長谷川式スケール　３点　　アルツハイマー認知症・脳梗塞

　

《方法》

· 毎日１０～２０分

· 活字が大きく見やすい本を音読

· 簡単な足し算・引き算・掛け算(２０分)

【おしゃれのチカラで自分らしさを取り戻す～人の役に立てる喜び～】

介護老人保健施設　しらかみのさと

　女性入所者を対象とし「化粧」を業務に取り入れ行なってきたが、更にデイケア利用者も参加できるように活動の場を拡大した。

　メンバー内で連帯感・強調性が増した中で、高齢者の心理を深く考えさせられた。

《支援内容》　

1 メイク用品をセッティングし、自ら取り出す事で自己決定を促す。

2 役割を担う目的で席を考慮する。他　　　　　　　　　　　　　　　　

　

《事例》

Ｓ氏女性　７５歳　要介護１

今まで楽しめた事が楽しめなくなったと話し、デイホール内でも単独行動が目立つ。

　　

化粧をする事により、無意識の欲求が生まれた。きれいになりたいと同じ目的意識を持ち参加しあえたことが共有感を生み、お互いの存在感を認め合う「関係づくり」に繋がったと考えられる。Ｓ氏は自立心を高められ、他者に化粧をするようになった。

































































































